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老
後
や
万
一
の
際
に
そ
な
え
て

で
加
人
で
き
る
人
は
、
必
ず
明
年
ご
。
月

白
十
一
日
ま
で
に
巾
し
こ
り
こ
と
に
な

～
で
お
り
ま
す
。

一 一 一一 一

掛
金
は
月
百
円

　
　
と
百
五
十
円

ぷ
～
の
万
は
、
Ｉ
続
を
し
て
１
　
Ｉ
童

除
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４

　
も
し
、
免
除
ゐ
丁
続
も
せ
ず
に
～
企

を
納
め
ず
に
お
く
と
、
そ
の
八
は
丿
在

七
４
　
爪
心
１
　
　
の
と
し
よ
り
が
も
ら
っ
て

い
る
月
珊
円
ず
つ
の
柚
Ｍ
年
金
も
も
白

え
な
い
よ
う
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一

一一今月の納税｡

－
‐

市
民
税
第
二
期
分

国
民
健
康
保
険
税
第
二
期
分

納
期
限
は

　
　
八
月
三
十
一
ヨ
で
す

年
金
は
ど
う
い
う
と
き
に

　
　
　
　
も
ら
え
る

か

-

・W･

０
　
こ
れ
ら
年
金
の
受
給
資
格
期
閻

　
の
満
了
し
て
い
る
人
。
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一 ‥ －

一
定
川
明
隋
池
を
し
に
人
が
２
・
ハ
に
Ｉ
・
に
ト
に
な
っ
て
い
て
Ｉ
、
一
年
し
か
拙
金
の

一
五
Ｉ
以
ｊ
に
な
丿

‐
金
は
。
１
　
才
か
ら
三
十
四
才
ま
で
す
。

一 一

こ
力
月
百
円
、
一
手
五
才
か
ら
五
十
九

　
　
才
ま
七
万
月
百
五
十
円
ｔ
す
。

　
で
五
士
今
胞
こ
え
る
人
。

加
入
申
出
は

　
十
月
一
日
か
ら

掛
金
は

　
印
紙
で
納
め
る

プ
ー
ー
・
ｙ
ｌ
に
尤
一
．
ぺ
ｒ
Ｖ
マ
ー
ｌ
ｊ
ｌ
九
‐
ｊ
ク
．

え
ま
．
で
き
な
か
Ｉ
心
人
で
、
月
柚
乙
一
二
百
円

　
こ
の
一
疋
の
刈
問
と
い
う
の
は
、
一

叫
的
に
は
Ｉ
ト
五
万
０
　
上
と
い
う
こ
と

一 一 一

（
た
だ
し
、
じ
レ
ー
ま
で
は
月
額
八
ご
ロ

円
）
と
い
ろ
こ
と
に
な
⊇
・
い
ま
す
か

引
金
の
年
数
が
な
か
く
な
れ
ば
雁
金
の

ご
な
っ
て
い
ま
了
・
ダ
叫
絹
が
・
ノ
な
二
和
も
ふ
ぇ
る
こ
と
に
な
、
て
い
ま
ず
。
・

て
掛
金
か
で
き
な
い
と
か
、
ぺ
Ｉ
す
で
。
と
に
か
く
、
仙
に
も
乙
べ
た
よ
う
に
一

に
匁
・
が
多
く
な
宍
・
い
て
、
こ
れ
か
四
十
年
ぷ
企
を
し
か
と
１
　
Ｉ
る
と
‐
金
の

昭
和
三
上
八
年
四
月
一
［
玩
且
拒
金
を
納
め
る
に
は
『
国
民
年
金
し
ら
五
ト
九
汀
ま
で
す
ズ
斎
会
を
し
て
不
乙
は
六
万
二
千
巴
で
す
が
ご
』
の
Λ

五
土
ガ
オ
を
こ
え
る
人
。
　
仁
’
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^
と
も
、
二
り
五
年
に
な
ら
な
い
よ
う
な
六
か
六
ト
八
才
に
な
れ
ぱ
月
紅
三
千
。
九
足

副
片
分
乱
訓
帽
訓
訓
叫
混
よ
ぷ
よ
宏
≒
よ
り
石
に
舅
二
冷
の
示
乞

・
紙
１
　
を
宣
っ
て
国
民
年
金
乎
帳
に
は
り

け
る
の
で
す
。

　
こ
の
捌
金
は
ミ
ー
カ
月
ず
つ
毎
月
絹

加
入
の
申
し
出
は
、
こ
と
し
の
十
月
め
る
わ
ず
ら
わ
し
い
手
続
を
は
ぶ
い
て

一
日
か
ら
市
役
所
（
芦
支
所
に
お
い
て

も
）
で
受
付
を
は
じ
め
ま
す
。
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一 一

上
ま
と
め
て
前
納
す
る
力
法
も
あ
り
ま

ば
年
金
が
も
ら
え
ま
す
、

　
年
金
は
い
く
ら

　
　
　
も
ら
え
る
か

ら
え
る
わ
け
で
す
か
ら
、
利
了
を
・
副
筒
・

一 一

に
い
れ
な
け
れ
ば
一
乍
～
で
も
と
を
と
っ
て
い
ま
す
。

ざ
と
い
ろ
限
Ｉ
に
な
り
ま
す
。

-

加
入
者
の
姉
堕
か
個
一
年
Ｉ
も
皇
示
言
詮
祈
念
し
君
国
民
年
金
の
特
長

掛　ス

金
の
で

き

な
い
人

-

は
免
除
の
手
続
を

心
各
種
年
金
の
通
算

　
い
ま
Ｘ
で
恩
給
ご
厚
生
年
金
、
共
柝

-
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g
K
て
迫
名
Ｊ
う
乙
Ｉ
～
‐
力
３
な
。
∃
ｔ

か
、
二
＋
７
か
ら
五
十
九
才
ま
で
四
十
一
二
十
才
の
六
が
今
後
四
十
年
も
の
長
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
両
力
を
通
算
す
れ

- － －

　
-
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１
－
．
『
．
．
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―
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。
．

期
間
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
ち
か
い
ま
す

「

経
済
夏
勣
に
・
釘
す
る
仁
璋

百
合
の
年
金
な
ど
は
、
相
互
の
年
限
を

盾
騨
で
き
る
よ
う
な
制
度
が
あ
り
ま
せ

Ｖ
掛
金
を
し
た
人
は
月
瞭
三
干
五
百
円
い
問
肘
金
を
し
て
い
て
も
、
そ
の
闘
に
．
は
拓
金
を
支
け
ら
れ
る
程
度
の
六
で
も

二
十
五
年
掛
金
を
し
た
人
で
月
額
二
Ｆ

円
で
す
。

・
お
金
の
ね
う
ち
が
ど
ん
な
に
変
る
か
わ
此
輿
が
で
き
な
い
た
め
に
．
ど
ち
ら
か

　 　
か
ら
な
い
し
、
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
の
と
ら
も
年
金
が
む
ら
え
な
い
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
ｊ
ｊ
Ｉ
・

一
生
涯
燃
に
よ
る
扶
助
言
け
二
ま
た
所
柳
が
少
な
く
石
金
の
免
除
き
み
た
い
に
せ
つ
か
く
の
年
金
が
た
ぱ
も
あ
り
ま
し
μ
。

い
る
力
、
所
得
か
な
い
刀
、
身
体
障
声
を
駆
け
こ
よ
う
な
と
き
、
后
短
竹
乍
の
こ
銭
に
も
な
ら
』
な
く
な
る
と
い
ろ
心
・
配
　
こ
の
揃
、
国
民
年
金
の
発
足
を
機
会
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．
ｉ
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；
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７
ｔ
／
Ｖ
ー
に
Ｆ
！
ｊ
３
Ｃ
ｙ
コ
ー
ダ
’
／
ｊ
Ｉ
Ｊ
‐
‐

者
ま
た
は
寡
婦
で
年
剛
所
得
上
一
万
円
一
外
金
で
月
額
万
円
で
あ
り
、
四
竹
五
才
が
あ
る
と
冶
い
ま
す
が
、
こ
の
‐
民
言
に
回
≒
言
い
圭
与
の
鈴
積
牡

一一一回ｈ　

岡

滅人農七
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かたE白日　　　市
口賢　農

竹Ｈ委業
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ｉ
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ｌ
ｌ
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1
4
1
泰
・
ｊ
を
ち
・
一
一
『
一
ｌ
ｆ
．
1
1
1
1
″
・
Ｉ
Ｉ
。
ｆ
－
ｌ
ｌ
ｌ
・
ゆ
．
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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ヤ
ー
ー
。
｀
・
一
″
一
・
４
。
１
・
４
。
Ｉ
Ｉ
Ｉ
．
。
ｌ
ｌ
．
一
1
1
1
1
ｔ
．
Ｉ

岡
崎
市
農
業
委
員
会
の

委
員
き
ま
る

冶
、
小
Ｍ
恒
夫
、
至
心
太
郎

〔
農
業
．
振
興
部
公
委
員
〕
～
よ
乞

１
茂
白
叫
Ｏ
回
’
、
臥

繁
び
、
香
村
三
子
男
、
山
影
ル

Ｊ
作
Ｅ

＿＿　　．‥＿

今壱爾余引
　鍼に長き
　が浅に航

良次岡人き
　の助川改
　よ役雨湛

　うを長後
　に決｀初
　きめ会の

太また長糾
田りほの会
光まか職を

二し｀私闘
　八鄙｛戈き
　　゜公理-

一一一　一一一一一一
に本　小内
鄙二

回
林原

こ畷ポ鯉固

Ｈ　し=1太
｝浅｀m中

卜升太べ根

r'=,託田11柿寸･
･゛ff-柳一

が/J-' "｀桝郎
１･拷山占｀

余
良
の
瀬
郡
代
廻
漕
浅
岡
斉
　
一

『
・
は
部
余
巨
○
は
鄙
会
長
の
潜
脇
代
一

理
者
　
　
　
　
　
　
　
．

　
「
麗
地
磐
．
笛
目
」

４
・
浅
｛
忠
叫
、
○
ご
藤
初
次
郎
、
利
井

呑
光
、
香
梱
酒
、
山
本
善
び
、
加
納
彦

太
郎
、
柴
田
秘
い
、
鈴
木
昌
明
、
山
本

本
二
雄
、
浅
升
託
、
小
林

太
郎
、
両
山
営
占
、
中
根

鎮
火
、
・
長
友
政
友
、
中
根

内
糾
上
原
託
松
、
本
多
一

隅
脇
田
岨
当
泗
奸
梢
一

　
［
部
余
以
外
の
委
員
］

大
出
光
二
、
浅
岡
汽
安

藤
平
一
、
中
根
浅
一
、
山

一一
　ﾐ

㎜㎜㎜　■

鸚

金
は
万
一
イ
ン
フ
レ
が
お
こ
れ
ば
そ
の
。
と
の
年
似
通
９
が
打
な
わ
れ
る
こ
と
匹

と
き
の
お
金
の
ね
う
ち
に
応
し
た
癩
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
一

修
Ｉ
さ
れ
ま
す
し
、
一
般
の
Ｉ
池
水
夕
こ
れ
は
わ
が
国
の
年
金
制
慶
・
の
多
年
・

が
蝸
く
な
れ
ば
、
こ
打
ト
心
し
て
年
金
子
問
．
題
言
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
で
、
社

の
舶
も
0
1
　
き
上
げ
ら
れ
る
し
く
み
に
な
会
保
障
の
大
き
な
進
歩
だ
と
い
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
（
な
べ
国
民
年
金
制
度
に
つ
い
て
、

こ
ま
か
い
八
な
ど
に
つ
い
て
は
号
を
追

つ
て
説
明
い
た
し
た
い
と
志
い
ま
す
。

　
　
　

一 一 一 一 一
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暑
中
お
伺
い
申
し
あ
げ
ま
す

市

長

町

役

牡
づ

収
入
役
柴
田
　
且

　
　
各
課
駆
良
一
同

岡
崎
市
議
公
議
員

誦
長
上
1
9
乱
松

副
議
長
柴
田
信
巾

議
員
水
田
柵
一

　
　
　
浅
丿
雷
桧

　
　
　
岡
川
栄
次

　
　
　
太
田
安
太
郎

鸚
志
買

計

-一一一一

秋
詞

訃ぼ

乱衷ﾑﾑ

杉
浦

牧
Ｉ

金
弥

　
Ｉ
・

加
藤
助
太
郎

中
根
義
一

万
‐
喋
　
貝

伊
余
Ｉ
一

柏
木
正
雄

平
松

佐
藤

沢
凛

山
川

山
本

回

I

'旧
it

当金

市諒栄守

月
合
仙
太
郎

太
田
　
胴

中
山
都
松

小
早
川
博

畔
柳
　
昇

安
．
隣
平
一

中
根
硝
冶

大
竹
出
二

回
藤
由
年

二
芹
ス
人
郎

一 一 一 一

ホ
ユ

藻
釘
二

～
岡
　
茂
一

山
添
松
次
郎

萩
【
　
智

こ
戻
の
健
康
を
守
る
運
勣
～

了
呉
を
て
る
活
動
（
特
に
水

に
よ
る
犠
作
者
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。
）

- 一 一

・ 一 一

岡崎市の人口

　　　　　78. S卜

／
　　　　　肪,701

　　　　　164,MO

田
］
‐
ズ
り
Ｉ
し

　ほ帯　　　34,363

7月出円征住民登録人口にょる

崎市役所市民課岡編集と発行

・
ｊ

刊月ぐ
卜
/８　全戸配布０No. 6 6　　1 96

　
　
８
月
の
こ
よ
み
　
　
一

◇
電
女
安
令
旬
間
（
一
日
本
日
）

◇
原
水
爆
架
止
田
界
大
会
（
二
日
－
九

　
日
・
東
乙

◇
原
爆
｛
回
（
六
口
、
一
九
四
五

大

　
）
世
詣
訟
學
認
が
ほ
」

　
投
ト
さ
れ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　

◇
立
秋
（
七
‐
）

り
｛
作
磐
．
収
（
十
三
口
、
一
九
五

）

　
年
）
　
　
　
　
　
　

一

◇
終
戦
当
行
（
十
五
口
、
一
九
四
五

　
年
）

◇
浚
路
を
｛
寸
る
月
間
（
七
月
十
日
―
八

　
月
九
‐
）

一 一 一 一 - 一 一 一 一

ミ

み
ん
な
の
恩
給
国
民
年
金

　
よ
く
「
公
務
μ
は
慰
給
が
・
ゐ
る
か
ら
い
ゝ
な
’
。
と
い
わ
れ
ま
す
。
た
し
か
に
恩
給
が
も
ら
え
る
こ
と
は

老
後
の
大
き
な
引
み
で
Ｉ
会
社
工
」
な
ど
に
動
め
て
厚
」
年
金
に
入
っ
て
い
る
人
も
一
定
の
開
聞
～

金
を
よ
れ
ば
年
金
が
も
ら
え
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
り
Ｉ
や
商
工
斐
を
営
ん
で
い
る
人
か
ち
や
そ

の
家
族
、
そ
こ
に
鴎
く
大
な
ど
す
べ
て
の
口
民
に
年
金
が
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
ど
ん
な
に
安
定
し

か
晩
年
を
｛
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
そ
う
い
う
｝
民
の
「
い
m
が
よ
う
や
く
み
の
っ
て
図
説
年

金
」
の
㈲
し
。
か
～
れ
た
わ
け
で
で

　
お
り
い
み
ん
な
が
白
い
Ｉ
け
る
う
ち
に
擢
金
を
す
る
と
、
国
も
こ
の
ぷ
民
の
泗
金
の
羊
分
を
負
鉛
し
て

毎
年
積
立
て
を
い
な
い
ま
ず
。
そ
れ
で
年
を
と
る
と
か
、
あ
る
い
は
ホ
十
に
し
て
中
途
で
事
故
な
ど
で
行

｛
に
大
洋
が
で
き
る
と
か
、
ま
穴
は
Ｉ
人
を
入
っ
て
心
ｆ
ｙ
寇
に
な
こ
に
と
き
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
年
金
を
も

ら
っ
て
～
前
か
図
の
さ
れ
る
よ
う
に
ず
る
の
か
国
民
年
金
’
」
の
ね
ら
い
で
す
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
人
　
　
一

ひ
必
ず
加
八
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
　
‥
‥
・
厚
付
年
金
や
共
済
帽
白
な
ど
の

　
二
十
才
‐
上
ハ
ト
ず
恥
満
の
日
泰
国
　
年
■
'
＾
-
剛
度
に
川
人
し
て
い
る
∧
の

民
が
回
人
費
に
な
り
ま
す
か
、
年
令
の
　
・
配
偶
幄
（
つ
れ
あ
い
）

点
で
制
Ｉ
発
"
l
l
当
初
は
特
別
の
心
め
か
　
.
"
:

J
*
t
間
の
六
学
Ｉ
二
９
　
吊
仮
～

あ
る
の
で
、
昭
～
三
十
六
年
四
月
一
口
’
Ｉ
．

に
お
い
て
二
十
才
‐
上
五
１
　
才
禾
屑
の
　
｛
・
逍
欣
年
金
や
貿
寸
家
族
１
　
治
を

人
で
、
次
の
⊇
・
希
ぶ
で
川
人
で
き
る
　
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
人
．

人
に
と
て
卵
入
で
き
な
い
人
’
．
以
外
Ｇ
加
入
で
ご
な
い
人

プ

ノ

出
昭
和
三
上
八
年
四
刈
一
日
に
副

　
五
十
才
を
こ
え
満
五
１
　
牡
づ
を
こ

　
え
な
い
人
。

／｀＼Ｔ

‐
．
£
を
Ｉ
S
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分
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融
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Ｉ
ｌ
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付
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瓦
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４
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りよだ政市
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日８

昭和3 5年８月１
－
‐
‐

｛
口
｀
風
に
そ
な
え
ま
し
ょ
う

水
防
警
報
発
令
中
は
旗
と
吹
流
し
を

　
今
年
も
い
よ
い
よ
台
・
１
　
　
シ
ー
ズ
ン
が
’
１
台
池
永
徊
恥
に
は
図
象
油
報
は
も
～
来
裂
の
予
報
に
ぷ
じ
、
旬
れ
た
り

や
っ
・
て
き
ま
し
ベ
ズ
災
は
を
れ
腿
む
ろ
ん
、
巾
、
消
防
署
、
餌
察
Ｉ
の
　
爪
で
飛
ん
だ
り
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

こ
ろ
に
や
っ
て
ｖ
ｋ
ｋ
と
い
い
ま
す
が
．
指
示
を
回
り
約
転
す
る
こ
と
が
必
要
も
の
は
な
い
か
、
よ
く
点
映
梢
欧
す

忘
れ
な
い
う
ち
に
も
天
災
は
や
r
＼
て
き
　
で
す
、
こ
の
指
・
・
・
ご
に
征
わ
な
か
っ
た
　
る
こ
と
、
両
も
り
の
用
心
、
際
．
電
に

ま
す
、
昨
蝉
の
０
　
拠
尚
台
訟
で
、
岡
崎
　
た
め
が
水
に
流
さ
れ
た
り
、
右
力
不
備
え
て
の
懐
中
電
灯
、
ロ
ー
ソ
ク
の

市
に
お
け
る
板
り
‥
状
況
は
、
死
者
二
十
明
に
な
っ
Ｉ
た
り
、
厖
を
う
け
た
り
す
川
意
も
必
裴
で
す
、

五
名
、
板
石
家
屋
三
壬
一
石
五
十
四
‐
リ
・
る
と
い
う
４
　
￥
な
結
果
を
ま
ね
い
た
３
一
日
の
降
雨
量
か
百
ミ
リ
を
こ
え

被
災
者
一
万
ｈ
子
三
亘
呈
一
二
人
と
い

　
　
　
こ
と
か
多
く
あ
り
ま
す
。

>
[
V
r
曾
な
粧
鴇
を
う
け
ま
し
た
　
一
２
平
均
鴎
迪
子
メ
ー
ト
ル
以
１
　
に

　
こ
の
よ
う
な
六
き
な
被
鴇
旁
っ
け

し

な
る
と
出
ｙ
や
ガ
ラ
ス
が
吹
き
抜
か

謝
囚
も
一
天
災
だ
か
ら
］
と
翫
申
に
す
．

ま
す
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
も
あ
る
の

Ｉ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
．
振
災
眉
の
多
．

く
が
訪
る
天
き
い
右
聳
と
に
Ｉ
玉
一

い
か
が
、
あ
れ
は
ど
の
台
Ｉ
と
は
志
尨

な
甘
か
と
い
う
こ
と
ば
を
い
い
二

も
わ
か
る
よ
う
に
、
私
た
ち
の
心
に
太
一

き
な
ユ
ダ
ン
が
あ
っ
た
の
も
見
込
せ
ま
Ｉ

せ
ん
。
自
然
の
猛
威
は
人
力
で
訪
ぐ
ベ

ー

く
も
な
い
が
、
せ
め
て
そ
の
相
じ

少
収
に
と
ど
め
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
一

の
岡
島
を
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

気
象
通
報
に
よ
く
む
。
心
し
、
緊
報
が
出

一

た
ら
次
の
よ
う
な
準
備
を
ず
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

れ
、
万
一
耐
リ
か
外
さ
れ
る
と
天
升

ま
で
吹
き
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
か
お
り

ま
す
か
ら
、
１
　
圧
に
耐
え
る
よ
う
雨

戸
に
カ
ン
ヌ
キ
ー
の
～
９
　
を
し
て
く

だ
さ
い
。
脳
根
べ
郭
、
有
板
、
廿

沢
木
初
管
が
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ

通
行
人
を
貼
つ
け
た
り
、
家
屋
に
孤

宍
を
り
え
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
台

　
　
Ｔ
Ｉ
ス
ー
ー
Ｌ

一 一 -卜一心

る
時
は
低
地
で
は
浸
水
し
、
二
百
ミ

リ
を
こ
え
る
時
は
刈
川
が
は
ん
ら
ん

し
、
ま
ｕ
台
風
Ｑ
掴
過
が
尚
剛
時
に

あ
た
る
時
は
高
潮
に
貝
舞
わ
れ
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場

合
は
｛
ま
た
は
膏
察
等
に
よ
っ
て
避

難
の
指
示
ま
た
は
警
告
が
行
な
わ
れ

ま
ず
か
ら
、
そ
の
指
示
、
警
告
に
従

っ
て
行
動
す
れ
ぱ
よ
い
の
で
す
が
、

よ
く
デ
マ
の
と
ぶ
こ
と
か
お
り
ま
す

か
ら
Ｉ
し
い
通
報
以
外
は
。
白
じ
な
い

擲
剔
犬
翻
鶏
混

一
　
巾
民
の
惟
も
が
、
吹
に
の
刈
廟
市
育
場
（
体
育
館
）
建
設
の
新
傾
向
は
財
沖
を
投
入
す
る
も
、
市
将
来
幾
年

す
る
に
、
よ
い
金
言
で
あ
る
か
も
知

れ
な
い
。
今
度
池
出
内
閣
の
誕
強
に

よ
り
、
市
政
も
順
・
風
満
帆
の
観
も
あ

り
、
声
な
き
声
、
声
あ
る
川
の
塩
佃

に
し
も
あ
ら
ず
」
と
の
率
直
な
一
言

も
、
他
山
の
石
と
し
て
視
野
を
拡
大

【

－
ｊ
ｊ
―
ｒ
■
－

の
た
め
必
須
の
条
件
で
も
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
匹
【

民
的
な
人
田
市
政
の
施
策
と
し
て
望
’

ま
し
い
も
の
で
あ
る
。
誰
が
い
っ
た
｀

か
「
岡
崎
市
は
名
境
都
市
の
吊
な
き
Ｉ

民
を
誘
致
出
来
外
乙
こ
と
も
、
発
万
一

-

I I I

－ － 一 一

-JII

歴
史
の
睡
か
に
し
て
、
県
の
巾
女
部

市
と
し
て
地
理
的
条
件
に
も
恵
ま
れ

文
化
、
産
菓
、
ス
ポ
ー
ツ
等
諸
行
事

の
間
間
地
と
し
て
、
常
に
多
く
の
県

の
大
計
も
（
岡
崎
市
に
思
し
き
も

の
）
員
現
出
米
よ
う
。
幸
に
も
市
は

Ｉ

　
市
民
の
誰
も
が
、
次
代
の
岡
順
市

を
祖
う
青
少
年
か
、
賢
明
に
し
て
、

明
朗
聊
爾
と
し
て
、
健
康
な
る
こ
と

を
念
廊
す
る
こ
と
は
、
冒
つ
ま
で
も

な
い
。
第
一
次
欧
洲
大
戦
後
、
彼
の

狸
逸
の
ヒ
″
ト
ラ
し
総
統
は
、
病
院

を
建
て
る
よ
り
は
、
国
民
の
広
。
場
へ

運
動
場
を
造
れ
と
叫
ん
だ
。
勿
論
敗

戦
後
急
速
な
る
。
没
興
の
必
外
性
に
、

国
民
の
旺
洛
な
る
慧
詰
と
、
頑
健
な

る
休
力
を
柏
つ
に
、
性
惣
な
拍
車
を

か
け
た
心
断
は
、
察
知
出
米
割
石
に

充
分
で
は
あ
る
が
、
日
本
の
粉
状
よ

り
堤
匝
に
判
断
す
れ
ぱ
、
病
几
を
姓

て
る
と
共
に
、
云
々
と
の
批
判
も
出

釆
紆
る
、
勿
論
其
の
予
和
も
与
え
ら

れ
な
か
ぷ

な
い
。
今
度
巾
民
の
社
会
影
誰
と
し

て
、
近
代
的
巾
氏
病
院
の
顛
改
驚
か

出
来
だ
の
は
、
奸
詐
を
博
し
て
居
る

が
、
尚
近
い
将
禾
に
完
成
を
期
柏
し

て
止
ま
な
い
。
特
に
教
育
予
算
中
、

育
場
（
体
育
館
）
建
設
の
新
傾
向
は

遅
蒔
き
な
が
ら
も
、
［
米
の
教
育
型

を
破
っ
て
、
教
育
の
分
野
に
新
鮮
昧

を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
は
、
敬
意
を

表
し
た
い
。
口
本
の
天
候
、
風
土
の

点
か
ら
潟
察
す
る
と
き
、
符
に
そ
の

必
要
さ
を
感
ぜ
ら
れ
る
。
岡
崎
市
か

誇
る
学
校
水
泳
プ
ー
ル
の
如
き
、
そ

の
名
目
は
鼎
防
火
用
水
で
あ
る
う
と

も
、
諸
外
国
に
比
し
て
特
に
夏
刈
に

於
い
て
服
。
凛
が
癩
く
、
蒸
し
暑
い
我

が
国
に
於
い
て
こ
そ
皿
馴
な
る
厖
設

で
あ
る
と
・
邑
い
糾
る
。
嬉
々
と
し
て

子
供
天
国
の
債
鋭
を
見
る
と
き
、
即

屈
抜
き
の
明
白
な
る
垣
実
で
あ
る
。

出
米
祠
れ
ば
、
市
の
中
火
丿
り
の
よ

い
環
境
の
地
に
、
一
般
巾
皿
の
鮭
全

娯
楽
連
動
嘔
と
し
て
、
巾
民
プ
ー
ル

の
具
現
開
放
の
易
こ
そ
、
巾
民
の
庄

活
を
一
層
豊
か
に
す
る
こ
と
か
出
来

よ
う
。
更
に
商
策
高
。
等
学
杖
の
杉
築

-，

一 一 一 ‥
一 一

ぐ
ぃ
い
『
が
．
つ
乱
・
剔
宛
一

と
、
一
・
段
と
巾
政
の
進
ぽ
と
、
具
の
[

成
東
を
期
待
し
て
止
ま
な
い
次
第
で

跡
敷
地
こ
そ
は
、
市
民
の
教
養
、
娯
あ
る
。

”
…

……
Ｄ
り
バ
１
　
　
り
い
．
Ｌ
・
‥
・

‘ Ｌ
一
Ｆ
リ
ー

『
Ｅ
レ
ー
ト
｛
…
…
・
ｊ
・
・
’
『
―
’
‘
・
』

－
！

　
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

４
前
例
の
順
（
は
、
ま
す
名
人
、
イ

　
供
、
病
人
毎
を
心
叫
さ
せ
、
し
次
に

　
あ
た
り
う
る
粕
い
人
達
は
晟
後
に
鮮

難
し
、
水
害
の
場
合
は
途
中
で
・
浸
水

陥
没
Ｉ
の
な
い
｛
地
を
逮
び
、
閃
寸

宅
の
昌

ん
Ｉ
意
し
て
く
だ
さ
い
。
な
あ
岨
難

の
さ
い
は
余
計
な
荷
物
を
も
つ
こ
と

　
心
や
鮭
０
　
診
町
、
予
に
接
柿
を
》
回

　
て
く
だ
さ
い
、
浸
水
し
た
家
で
は
通

　
よ
を
よ
く
し
て
服
９
　
の
除
去
に
っ
と

　
め
、
家
の
ま
わ
り
や
卜
水
こ
う
の
酒

　
鯛
酒
毒
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
し
て
く

　
だ
さ
い
、
　
　
　
　
　
・

岡
哨
巾
で
は
、
水
９
　
貸
報
（
水
防
警
報

は
八
帖
鼠
水
標
で
水
位
か
三
・
六
〇
メ
ー

--一一

　
の
食
塩
、
差
換
え
衣
料
、
飲
料
水
、

　
医
薬
品
等
に
と
ど
め
、
小
さ
い
了
供

　
に
は
衣
類
の
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
名

　
札
を
つ
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

５
水
害
後
は
伝
吼
炳
の
ま
か
又
ん
す

る
こ
と
か
あ
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
慨

－
ト
ル
只
白
水
警
戒
水
位
」
に
達
す

き
巾
御
煎
力
建
設
月
長
よ
り
・
発
令
さ
れ

る
）
の
発
令
さ
れ
た
栄
白
、
上
図
９
よ

う
な
１
　
と
吹
流
し
を
市
役
所
本
庁
、
名
・

支
所
、
連
絡
萌
、
詞
副
呂
に
あ
げ
て
市

-

民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市民一人当り3,646円
/-/りく～施設め

皆さんが築いた岡崎市の納税実績岡崎市養老院
市
民
の
皆
さ
ん
の
徊
実
な
納
税
忘
慾
は
岡
崎
巾
の
赤

９
　
財
政
解
消
に
人
き
な
役
割
を
栄
だ
し
て
き
ま
し
た

か
、
昭
和
三
十
四
年
」
の
納
税
実
績
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。
ご
㈲
力
を
感
Ｉ
い
た
し
ま
す
昨
年
７
に
比

べ
ま
す
と
秘
諺
胎
に
お
い
て
、
五
六
、
二
七
一
、

〇
七
一
円
の
卸
川
を
示
し
剔
校
率
は
丁
九
ら
の
躍

進
を
見
ま
し
穴
が
、
こ
れ
は
本
市
の
歳
入
‐
‐
九
九

〇
三
七
、
一
元
ニ
ク
い
Ｏ
り
円
の
五
ヒ
・
三
六
気
に
、

あ
た
り
、
皆
さ
ん
の
劉
桐
が
雨
の
財
政
１
　
の
｛
要
な
Ｉ

ウ
ェ
イ
ト
で
あ
る
こ
と
を
油
井
に
物
語
っ
て
い
ま
す

。
今
後
さ
ら
に
Ｉ
｝
の
ご
㈲
力
を
切
望
す
る
ぴ
第
で

Ｉ

あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

-

年
に―

‐
♀

一 一

度
は

核
健
康
診
断
を

■J'゛/^－

「

た
ぴ
た
び
の
’
－
か
い
ら
ん
’
。
で
ご
所
知
ぶ
λ
昇
子
・
る
よ
り
・
ほ
か
に
１
　
法
は
あ

の
と
お
り
ご
に
た
い
ま
谷
地
区
を
巡
回
り
ま
i
-
ん
。
蝕
ど
の
爾
介
で
は
死
亡
率

奏

げ: ト

ル

網そ

て
実
叱
し
て
い
る
も
の
で
、
皆
さ
ん
は
七
年
に
多
い
の
で
す
。
令
川
民
の
力
々

’
あ
り
ま
す
・
結
核
は
不
心
の
。
谷
は
あ
蔽
ぼ
永
縦
し
ヽ
‐
る
い
鮭
Ｉ
生
晒
を

・
り
ま
せ
ん
。
早
く
μ
つ
け
て
り
く
脂
坦
法
り
ま
し
ょ
う
。

・
’
を
す
れ
ば
必
す
な
お
り
・
ま
す
。
い
知
に
。
陶
９
　
診
の
刃
象
は
全
市
民
で
す
。
（
だ

千
百
冷
ヱ
ブ
づ
Ｉ
読
づ
言
三
才
心
使
宍
湧
陽

発
丿
す
る
に
に
レ
ン
ー
、
ｊ
ゲ
ン
撮
影
に
よ

親子プールお目見え市立羽根小

・
’
ｌ
‐
．

Ｑ

レ
ド
レ

ド
ド
ズ

言
川
竹

且
且
ゴ

子
Ｉ
ト
ル
の
・
勺
ご

作
川
親
プ
ー
ル
と
友
Ｊ

に
‰
ザ

レ
ニ
且

対
論

且

ノ
　
ｎ
り
Ｉ
ｙ
’
ｊ
‘
‐
Ｉ
Ｊ

洗
い
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　卜の人の慈悲と憐をつみかさねとゝせを迎う今口の｢|出

　たさ

　ことしの７月1 5□で市立匯名院は開院I O周年を迎える

ことになりました．この利歌は巾良さんにも山ていたりいて

lO周年の琵念の昨しを行なった際，なかのおとしよりか即

ったものの一つです．

　　　　　　　蓮満開の極楽攬

　養老院はおりいが行きつくてあろう人生の伊善駅一一一この

老後を安楽におくることのできるよう｢生活保護法｣の規定

に基づいて設けられた駝設で，六十才以上のみよりのない，

目活のみちのたゝぬ老人を収別しています．

　市電学人下障m所から西岡へ入って，上六名町の県営アパ

ートのすぐ隣にあるこの養老院は．いまちょうど花ざかりの

一面の蓮田を前にして. 敷地祀^ oo坪，婬坪約'^OO坪

常に5 5 r-.の定片かｸしけたことのない位の有様で，院長，寮

/:i.石護則, i-r係等六人嘱爪j)一人がお＼皆活にあたっていま

す．

　　　　　　　　毎日のくらしと年中行事

　　[キミ:-! ―'ムリョ■―ジュニョライ1 ｳl]八時ころ而を通りか

ヽ--'fr人はこの正七削のよ卜らかなコーラスをきかれるでし

ょろ．としよりの割Iというか，･口の伍名乱か叫は丿いっん皿

洗面, 部屋の丿除朝食をすましてこの佃のおつとめになるわ

けですが，これから夕力のぶ丿ﾄのおつとめまで'.''い丿いに

自由なこゝの‥一口はとしよ,りはとしよりなりの仕事をと函拍

な内願にいそし廿人，丁すさぴの丿佳小をする人，底の手入

れや七剥のか収りに柚山寸六などいろいろですが，テレビに

興ずる人や午後は午睡をとる人も多い. 夜も∩下でくつろぐ

なり. 堕余窓｢でテレビをみるなりしで滴丿な時圃に味につき

ます，

　食串は名人のこのみとカロリーに用意して件られ．真卜．

日川品もすべて必睡に応じて支給されます，

　健巾口辺･には特に意を用い，卜皿i～2.回嘱託[yの,珍察を

受け，入浴も凹ス回以上.行ないます．現有:のところ絹ひ.の人

もなく肖んでいます．

　1 口. 15日の外出,口には，親戚，知人をかすれる人, 萬

徳寺の在院者共同墓地に参赤ずる人などありまずか，7 0才

以士.の人はとしよりの年金がもらえるようになっ六二ので，こ

んなときのおこずかいにも不自巾はありません．

　なお年巾行事としてみんなか采しみにしているものに. 新

年の祝い, さくら見物. が秋の彼岸，お盆．としよりの□．

開院記念川などがあり，いろいろと趣向をかえ六二多くの外部

の方々の慰問と八にとかく阻由になりがちなくらしに心仁と

うるおいを与えでいます．

　　　　　　　　感謝とねがい

　この際いつもこうしてぷo[卜丿話になっている[引休等の万々に

おとしよりの感謝の気持をお伝えすると共に．こうした施設

がますます允実することによって，－･人でも多くの名人かよ

り幸せな生きがいのある余生をおくることのできるよう念恥

する次第です．写真一市長さんを囲んで元気なお年寄り

｜
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